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巻頭言

社会資本のエイジングに対応する
ロボット技術の展望

下　山　　　勲

2013 年Նに，東ژ大ֶのࣾձ࿈ܞϓロάラムであ
るάレʔλʔ東大क़で，「ࣾձࢿ本のΤイジϯάにର
ԠするロϘットٕज़」をテʔマとするษ強ձを։࠵し
た。ۀا等͔Β 30 名΄ど͝ࢀՃいた͖ͩ，৺なٞ
がల։さΕ，テʔマの関৺の大͖さをഽで͡ײた。

国ަ௨লのϗʔムϖʔジのࢿྉによると，ڮ
2 N 以上のڮྊは 70 ສڮで，建ઃ年度ผのڮ
ྊは，ઓ後͔Β高度成期に͔͚てඈ༂的に૿Ճ
し，築後 50 年以上のڮྊのׂ合は 2012 年，2022 年，
2032 年にそΕͧΕ，16ˋ，40ˋ，65ˋになるという。
ࣾձࢿ本のٺԽは一ա性の題ではなく，ڮྊやト
ϯωϧがあるݶりܧଓ的にରԠがඞཁである。ࣾձࢿ
本は，期にってར用さΕ，ߋ新には大͖なίスト
がඞཁで，ٺԽのਐߦఔ度は用ڥによって大͖
くҟなるという特徴をもっている。

૯ਓޱが減গするとともに，いわΏるஂմの世が
生࢈年ྸਓ͔ޱΒྸਓޱにࢉ入さΕ，ࣾձࢿ本のར
用の減গが見ࠐまΕるগࢠ高ྸࣾձで，ઓ後に࡞ΒΕ
たࣾձࢿ本のٺԽがۓ٤のࣾձ課題となっている。
ਓのࢹやଧԻによるैདྷのݕに併用して，Ӧंۀ
をར用したݕやロϘットによるݕと，そこ͔Βಘ
ΒΕる大ྔのσʔλ（Ϗッάσʔλ）のղੳによって，
ݕの質を上する一方でίストを減で͖る可能性
がߟえΒΕる。さΒには，修સۀ࡞の一部をロϘット
Խで͖る͔もしΕない。

ロϘットは，ηϯαʔとアΫチϡΤʔλと，能と
してのίϯϐϡʔλをもつ。ۀ࡞ݕや修સۀ࡞にద
したロϘットのܗは，ਓܕより，たとえ，ंݕや
建ػやϔリίϓλʔにηϯαʔやίϯϐϡʔλをࡌ
してロϘットԽしたものであり，近いকདྷに実現する
ͩΖう。ंݕなどはٕज़的にも実用ԽさΕているの
で，そΕΒに，ҟৗをݕするηϯαʔや，ロϘット
の動࡞にඞཁな能をのせるのが近ಓͩ。

ηϯαのわΕ方としては，ڮྊの損ইをՃ度η
ϯαで，ڮྊのͻͼׂΕのঢ়ଶをԻで，トϯωϧ
の෴എ໘ۭಎを֎ޫで，路໘ঢ়ଶを可ޫࢹでݕ
するなど，実用ԽがਐΜでいる。たとえ，Ճ度η
ϯαはॏりをͶでࢧえた構をܞ，ͪ࣋ଳిのॏ
ྗ方をݕするなどで活༂しているものであるが，
測がܭྊのৼ動पに合ういपのՃ度のڮ
さΕている。可ޫࢹイメʔジϯάでは，৭やܗঢ়
のೝࣝを用いて不ྑՕ所を発見で͖るが，ロϘットの
えよでഓわΕているロϘットϏジϣϯの成果もڀݚ
う。さΒに，可ޫࢹよりがい֎ޫやϛリな
どपのҟなるి࣓を用い，にґ存するి࣓
のٵऩやࢄཚをܭΕ，ڑ，Թ度，ࡐ質の報が
ಘΒΕよう。

ロϘットがීٴするたΊにはロϘットが合ཧ的なՁ
֨であることが݅になる。たとえ，現在আロϘッ
トとしてചΒΕている༗名な品も，ൢച։࢝࣌，
ଞࣾの既存のআロϘットより十ফඅ者にड͚入
ΕΒΕるՁ֨で提供で͖たのがීٴのݤであったとฉ
く。ݕロϘットもۀ࡞ݕにඞཁな༷を明֬にし
て，༨なػ能をল͖，合ཧ的なՁ֨でൢചで͖るよ
うにす͖である。

ٺԽするࣾձࢿ本の効果的なอकは世界最で高
ྸԽがਐΉ日本͚ͩのではなく，世界の国ʑのࠓ後
のࣾձ課題でもある。మಓや高ಓ路のอकなどで
年ഓって͖たݕと修સをૅجとし，ロϘットٕज़を
組みࠐみ，質の上をは͔りつつも効Խしてίスト
を減し，地方ެஂڞମ等のอ༗するࣾձࢿ本のอक
αʔϏスとしてల։し，さΒに，世界に֦大してࣾձ
ߟԽରԠイϊϕʔシϣϯとなって΄しいとٺ本のࢿ
えている。
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